
平成 21年度第 1回臨時理事会 会議録

規約第 16条の規程により会議録を調整する。

(1)会議の期日 尋勺顔こ211■ 7月 28日 13.30

(2)会議の場所 さいたま市民会館おおみや 4F会議室

(3)出席及び欠席者の氏名 出席者 18名

(→ 会議に付した事件及び議事の経過 別記

会議に付した事件及び議事の経過

開会のことば

会長あいさつ 人木会長

理事会成立宣言 理事 23名 中 18名 の参カロで成立宣言

議  長 黒澤理事長

書記の指名 奥村・藤井事務局

議事録署名人の選任 笠井理事・筑肱理事

会議に付した事件及び議事

○諸般の報告。

特になし、会長挨拶。

○議 事

1全国交歓大会開催に関する協議事項について

1.全国交歓大会代表者会議・

2.全国交歓大会代表者会議。大宮パレ府 ルの次第・役書・出席者名簿について

質疑終了後、1から2までを一括して採決、挙手全員で決魏

3。大会冊子について

理事長・交歓大会へ出席した参加者に配布する冊子の内容について

総務委員長・128ベージ、2,300部作成、8/18までに印811

生大会の開会式及び閉会式の概要について

総務委員長・88歳以上の高齢者が4名 おり、表彰対象としたい。

5.大会役員について

6.大会参加カ ーヤーについて

総務委員長・団体戦の人を陸上競技場に集合させた組合せだ。団体戦の末番は 1-6、

7.大会準備計画



8,大会会場イ アウトについて

理事長・県協会加盟団体の特産品紹介ブースで交流は図れないの力、

事務局長・これからブースを設定し提案どおり募集したい。1区画 1,000円予定。

理事・参加者駐車場と役員注射時がプレ大会と入れ替わつているが

石井副会長・大会参加者歓迎の意味を込めて役員:シ ッ`クuOという意味、ご理解れ

9.協賛の状況について

10.来賓計画について

11.宿泊計画

理事長・宿泊者の応募状況は何名か

石井副会長・県外 1,700名のうちJTB経由で宿泊は、4日・316名 、5日・428名となつている。

参加者の宿泊方法に変化を感じる。個人でIN“ンターネット)調査をし、グループや単独で

宿泊計画の立案している参加者が多いと予ullしてぃる。

並本副理事長・宿泊計画に小原副理事長が抜けている。

石井副会長・宿泊者に加えます。

12.予算の執行状況について

理事長・予算書をコピーして配布さも 。

13.シャツ議滉製作について

理事長・@4,000円で 60万円が新規の経費|ぬるが、予算書からは対応できないではない力、

石井総務委員長・歳出の賃料に膨らませた部分があり何じ 対ヽ応建 る。

理事長・流用のそれがFpl題だ、収支予算書に予備費の項目がない。

磯野理事・歳入では雑入、歳出に予備費を作れば柔軟に対応できる。

事務局長・収支予算書を日本グラウンド・ゴルフ協会が了承し、理解いただければ作り直す。

14.弁当供給業者の選定について

理事鬱劫口費 3,000円 、弁当代 1,000円、1,000円で二食か ?

事務局長 0日 本食堂に 1,000円で依頼し

'電

申し込み用紙とご迷勘 けヽた不足金については

お詫び文を送付済みで反省している。

15。アナウンサーの人選について

プレ大会のときと交代して石塚アナウンサー

16。シャ゙シ,｀スの検討について

石井副会長・1台 42,000円。利用者は 1回 200円。

時刻表等のPR埴硼量り行い宣伝し利便性の向上に資したい。

17.ドームお楽しみカ ーコーナー設置について

石井副会長・ドームを雨天用に借りているので、全国の会員交流の場獄 ける。

18.雨天対応について

石井副会長 0ドームで二日間の対応、ホールインフン賞は 900個用意してある。



19アトラクションについて

20。今後の活動計画について

石井総務委員長。今後の実行委員会の予定を説明したい。8/18実行委員会部長会議

8/26最後の実行委員会。9/1～6は事前準備と大会運営となる。

質疑終了後、2から20番までを一話して採決、挙手全員で決定承認。

2広報誌第 31号の「全国大会増ページ」の承認 について

真田広報委員長より提案理由の説明

真田委員長・全国大会の重要性にかんがみ特集記事を4ページ増やしたい。費用:ま一部

6円の増になるが認めていただきたい。

事務局長・増額の予算が確保されていない。

理事長・協会の予算書に1ま予備費が確保されており、増額分は確保縫 るのではない力、

事務局長・予備費だから他に必要が出てくる。

質疑終了後採決、挙手全員で可決承説

3理事提出議案 「全国交歓大会成功にむけた理事会」 決議 について

並木副理事長より決議の提出

並木8~ll理事長・埼玉県グラウンド・ゴルフ協会は、平成 21年度全国交歓大会の開催を招IISし

た。そのための努力として、昨年度はプレ全国大会を開催市である熊谷市において開催し、大会

運営のノウハウを蓄積し、本番の大会に寄せる埼玉県協会の熱意と意気込みを示してきた。

全国から参加される2,000有余を超えるグラウンド・ゴルアの仲間たちを心より歓迎する。

今年、会員数全国一となつた埼玉県協会は、全国の仲間を迎え入れる競技施設及び運営に万

全を期して、拡がる宿泊施設の不便を乗り越えて、厚く友情の真心をもつて接し、友情・信頼・交歓

の実を挙げることを願うものである。

埼玉県協会が全国交歓大会の成功に向けた実績を示すこと。グラウンド・ゴルフ愛好家の交歓を

通じて、友愛の輸が全国各地に広がることを期待するものである。

以上決議する。

質疑なし、挙手全員で可決承認。

以上で終了 16.30
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閉会のことば 高桑副会長



平成 21年 7月 29日 調整

会議録は適正であります。

署名人 笠井 健次  理 事   印

署名 人 筑肱 金次  理 事    印

理事会議席表

事務局

藤井・奥村・田中

欠席 野川 保

渋澤 英明

渡辺 健二     以上理事

中山 猛夫

植竹 国夫     以上監事

山崎 忠則 副会長

正・副会長

人木・石井・高桑・鈴木

専門委員長

石井・鈴木・寺居

専門委員長

荒巻・岩楯 rr


